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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 田中 久雄    副会長／ 原 孝士 

幹事／ 飯塚 大幸    会計／ 黒田 昌弘 

■■■例会プログラム 

例会 卓話者 演題 

11 月 15 日 米山 道雄 様 「県民歌を歌おう」 

11 月 22 日 常松 秀清 会員 「ロータリーソング いろいろ」 

11 月 29 日 日之蔵 智子 様 「筝曲について」 

■■■出席報告 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 
前回 

補正率 

47 41  6 (1) 89.13 % 93.48 % 

■■■欠席者 

大島卓爾／木佐／石原輝男／園山／堀江／（石倉） 

 

■■■MU 

 11／14 加藤 昇（大社） 

 

******************************************************* 

■■■次回例会受付当番 

（11 月 29 日） 名原知漠／杉原邦彦／田中浩史 

 

■■■近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） 

                           赤文字 例会変更 

月 松江南クラブ  水 大社クラブ  

月 出雲中央クラブ 11/26  木 松江東クラブ  

火 松江しんじ湖  金 出雲南クラブ  

火 出雲クラブ 12/11    

水 松江クラブ   （第 1・3 水） 平田 RAC 

 

■ ■■会長挨拶■■■ 

 

－ 八百万神について － 

晩秋の田園に奉奇進の織が立つ。近くに鎮守の神が祭ってある

のだろう。昔の童謡に歌われた心なごむ風景である。 

古風な家には八百万神（やおよろづのかみ）が祭ってあり正月が

来ると私の家も最年まで祝い餅をあちこちに供えた。 

それぞれの神の名が付いていた。お釜さん、水神さん、屋敷の神

さん、井戸の神さん、田の神さん、集落の神さん、そしてセンチの

神さんまであった。荒神さんは荒々しい性格を持ち力強く、厄除

けの神としても祭られ、一方たたりのある神としても恐れられてい

る。秋の頃となると近くの宮司さんを招き手厚くお祓いをするのが

年中行事の一つである。 

荒神さんは比較的野外に鎮座され色々な形態がある。 

 

 

 

 

 

■■■幹事報告■■■ 

１．例会変更 

    出雲ＲＣ  １２／１１（火）  忘年例会 

   １８：３０～   於） ウェルシティ島根 

    ビジター受付 １１：３０～１２：３０   ホテル 武志山荘 

２．クラブ細則第5条第1節により12月20日に年次総会を開催いたします。 

  第1条第1節により、副会長（次々年度会長） および 直前会長を含む

7 名の理事選任にあたり、立候補ないし推薦のある方は、文書をもって

本日より 7 日間受け付け致します。 

 

■■■スマイル■■■ 

森山 島根が生んだ偉大な音楽家 米山道雄先生をお迎えして。 

常松 クリスタルコール合唱団の定期演奏会に多数おいでくださいま

すよう！ 

米山先生ようこそ！ 嬉しい限りです。 

飯塚大 米山道雄先生ようこそお越しいただきました。本日はよろしく

お願いいたします。 

先週は寺の用事で欠席し、田中会長・田中副幹事 親子

様にご迷惑をおかけいたしました。 

 

■■■スピーチ■■■ 

「県民歌を歌おう」    米山 道雄 様   
 

 

 

 

 

 

 

 

島根県民の歌 － 薄紫の山脈（やなまみ） － 

      米山 治 作詞、 古関 裕而 作曲 

 

薄紫の山脈（やまなみ）は はるか希望の  雲を呼び 

磯風清き 六十里 みどりの海に  春たてば 

おきの島山 夢のごと ああ うるわしの  わが島根 

 

山に幸あれ 山を踏め 海に幸あれ 波に乗れ 

玉なす汗を 陽にあびて 働くところ 日本の 

行く手かがやく 光あり ああ 豊かなる わが島根 

 

香りゆかしき 伝説の み国譲りの 往古（むかし）より 

心ひとつに むつびあう 九十万の 県民の 

平和の歌は 今ぞ湧く ああ やすらけき わが島根 

 


